
ペニヤ医師は「近くブラジルへ一時派遣される」という

の
夏
、主
宰
す
る
N
P
O
活
動
の
一
環

で
、カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
キ
ュ
ー
バ
の

医
療
事
情
を
見
聞
し
た
。社
会
主
義
国
で
開
発

途
上
国
と
い
う
大
き
な
落
差
を
超
え
、プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
の
大
事
さ
を
学
ぶ
旅
だ
っ
た
。

地
域
を
く
ま
な
く
歩
く

家
庭
医

　

キ
ュ
ー
バ
は
、日
本
の
本
州
の
ほ
ぼ
半
分
の

面
積
に
人
口
約
1
1
2
0
万
人
。2
2
0
万

人
余
が
暮
ら
す
首
都
ハ
バ
ナ
の
南
西
、高
層

住
宅
群
の
一
棟
一
階
に
あ
る「
コ
ン
ス
ル
ト

リ
オ
」と
呼
ぶ
診
療
所
を
訪
ね
た
。

　

机
と
カ
ル
テ
棚
と
血
圧
計
だ
け
の
診
察
室

で
、ペ
ニ
ヤ
女
医
が
独
自
の「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド

ク
タ
ー（
家
庭
医
）制
度
」を
簡
潔
に
教
え
て

く
れ
た
。

　

家
庭
医
と
看
護
師
で
1
1
8
1
人
の
住
民

を
担
当
、週
2
回
は
地
域
を
回
る
。別
に
小
児

科
医
、産
婦
人
科
医
、リ
ハ
ビ
リ
職
ら
が
巡
回

診
察
す
る
。す
べ
て
無
料
だ
。　

　
「
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
住
民
が
多
く
、食
生

活
の
改
善
を
働
き
か
け
る
。認
知
症
も
目
立
ち
、

1
0
3
歳
の
患
者
も
い
る
」。

　

同
じ
棟
に
看
護
師
共
々
住
み
24
時
間
対
応

だ
。「
休
め
ま
す
か
」と
聞
い
た
ら「
も
う
27
年

も
勤
め
、い
つ
で
も
会
え
る
か
ら
夜
中
に
ド

ア
を
た
た
く
人
は
い
な
い
」と
、黒
い
大
き
な

瞳
を
和
ま
せ
た（
写
真
）。

　

診
療
所
は
住
民
平
均
千
人
に
1
カ
所
、全

国
1
万
1
6
0
5
カ
所
に
上
る
。通
常
は
3

階
建
て
で
2
、3
階
に
医
師
、看
護
師
が
住
む
。

そ
の
典
型
的
な
農
村
部
の
診
療
所
で
、や
は

り
女
医
は「
全
世
帯
を
歩
い
て
訪
ね
る
」と
、

地
域
ま
る
ご
と
問
診
・
触
診
の
励
行
を
語
っ
た
。

　

1
9
6
1
年
の
社
会
主
義
宣
言
以
来
、米

国
の
経
済
封
鎖
で
締
め
付
け
ら
れ
た
。苦
境

こ

2016.9 ■健康保険 40

地域まるごと
問診・触診の実践

キューバの医療事情



下
で
も
医
療
・
保
健
に
力
を
注
ぎ
、医
師
数
は

人
口
千
人
当
た
り
7
・
5
人（
日
本
2
・
2
人
）、

歯
科
医
1
・
4
人（
同
0
・
6
人
）。南
北
ア
メ

リ
カ
諸
国
で
は
最
高
水
準
の
出
産
千
人
当
た

り
乳
児
死
亡
率
5
、平
均
寿
命
79
・
1
歳
は
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
成
果
だ（
米
国
は
6
と

79
・
3
歳
、2
0
1
3
年
W
H
O
調
べ
）。

健
康
づ
く
り
と

病
気
予
防
の
徹
底

　

前
述
の
ハ
バ
ナ
南
西
部
の
住
宅
地
は
人
口

3
万
人
弱
、診
療
所
が
25
カ
所
配
置
さ
れ
る
。

こ
の
医
療
区
域
ご
と
に
地
区
総
合
診
療
所「
ポ

リ
ク
リ
ニ
コ
」が
置
か
れ
る（
全
国
で
4
5
2

カ
所
）。

　

傘
下
の
家
庭
医
や
看
護
師
、事
務
職
も
含

め
総
勢
約
4
0
0
人
、歯
科
や
リ
ハ
ビ
リ
科

も
あ
る
病
院
規
模
だ
が
、高
度
な
医
療
機
器

は
ゼ
ロ
。ロ
ペ
ス
所
長
は「
地
域
ぐ
る
み
で
健

康
づ
く
り
、病
気
予
防
、リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

む
拠
点
」と
い
う
。入
院
機
能
も
な
く
、「
必
要

な
ら
病
院
へ
移
す
。た
だ
し
、家
庭
医
と
家
族

が
連
携
す
る“
家
庭
内
入
院
”の
方
が
有
効
か

つ
経
費
も
安
い
」。

　

ハ
バ
ナ
医
科
大
3
年
生
で
キ
ュ
ー
バ
で
は

唯
一
の
日
本
人
医
学
生
、新
田
真
矢
子
さ
ん

（
28
歳
）に
会
っ
た
。「
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち

を
支
援
し
た
い
」と
私
費
で
学
ぶ
。

　

1
、2
年
時
は
診
療
所
な
ど
で
実
習
し
た
。

「
注
射
も
採
血
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
、ま
ず
実

践
さ
せ
ら
れ
る
。住
民
宅
を
回
り
、問
診
と
触

診
を
た
た
き
込
ま
れ
た
」。

　

今
春
、
ジ
カ
熱
が
南
米
で
流
行
り
つ
つ

あ
っ
た
時
、医
学
生
2
人
1
組
が
6
日
間
計

1
8
0
戸
で
蚊
の
発
生
源
の
下
水
等
に
薬
剤

を
ま
い
た
。「
休
講
に
反
発
す
る
外
国
人
留
学

生
も
い
た
が
、私
は
参
加
し
た
。珍
し
く
飲
み

物
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
く
れ
た
」と
、小
麦
色

に
日
焼
け
し
た
顔
で
笑
っ
た
。社
会
主
義
国

ら
し
い
大
動
員
で
あ
る
。

途
上
国
の
ま
ま

「
少
産
・
少
死
」へ

　

診
療
所
、地
区
総
合
診
療
所
、さ
ら
に
病
院

が
あ
る
。
設
備
は
日
本
と
は
対
極
で
、
人
口

1
0
0
万
人
当
た
り
M
R
I
は
0
・
8
台（
日

本
46
台
）、C
T
は
4
・
8
台（
同
1
0
1
台
）。

そ
れ
で
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
、

マ
ラ
ド
ー
ナ
が
薬
物
中
毒
の
治
療
に
通
い
、

フ
ラ
ン
ス
の
俳
優
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
が
眼
の

治
療
を
受
け
た
。そ
ん
な
話
も
聞
い
た
。一
部

の
医
療
水
準
は
高
い
の
だ
ろ
う
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

　

医
師
の
月
給
は
平
均
的
な
所
得
層
の
4
〜

5
倍
だ
が
、日
本
円
換
算
で
8
0
0
0
円
程

度
。食
料
品
類
は
配
給
制
度
が
残
り
、米
1
㌔

1
0
0
円
も
し
な
い
。た
だ
し
配
給
量
で
は

半
月
も
持
た
ず
、高
値
の
自
由
市
場
で
補
う

ほ
か
な
い
。運
転
手
や
店
員
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
医
師
も
い
る
そ
う
だ
。

　

豊
富
な
人
材
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、キ
ュ
ー
バ
は
大
災
害
時
の

人
道
支
援
を
展
開
す
る
。平
時
も
南
米
を
中

心
に
医
師
を
大
量
派
遣
す
る
。こ
ち
ら
は
、数

少
な
い
外
貨
確
保
策
で
、医
師
の
、い
わ
ば
ボ
ー

ナ
ス
に
も
な
る
。

　

米
国
と
の
国
交
回
復
に
よ
る
効
果
は
ま

だ
見
ら
れ
ず
、
経
済
は
低
迷
す
る
。
そ
の
一

方
、合
計
特
殊
出
生
率
1
・
60
、高
齢
化
率
13
・

97
％（
15
年
世
銀
調
べ
）。医
療
・
保
健
の
普
及

が「
少
産
・
少
死
」つ
ま
り
高
齢
化
を
も
た
ら

し
た
。経
済
的
に
は
途
上
国
の
ま
ま
高
齢
社

会
へ
突
入
し
た
希
有
の
例
だ
。

　

最
小
の
投
資
・
経
費
で
乳
児
の
死
亡
を
抑
え
、

長
命
を
育
む
医
療
・
保
健
の「
原
点
」を
、我
々

は
見
習
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
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